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愛愛ししててまますすかか

愛愛さされれててまますすかか

子育て講演会

子どもの権利を守っていくために、親
がどのように行動すべきかを考えます。
◇とき １１月３０日� 午後１時３０分～
３時
◇ところ 夢広場（布施駅前）
◇対象・定員 概ね小学校低学年以下

の子どもの保護者・１６０人（申込先着順）
☆一時保育あり（申込先着３０人）
◇申込方法 １１月１０日�から、講演会
名、住所、氏名、電話番号、一時保育の
有無を、電話またはファクスで
◇申込・問合先 子育て支援課 ０６

（４３０９）３３０２、�０６（４３０９）３８１７

子育て講座

◇とき・内容・ところ �１２月１日�
�「親子のふれあいと絵本」・くすのき
プラザ（若江岩田駅前） �１日��「子
育てで大切にしたいこと」・やまなみプ
ラザ（四条） �１３日��「乳幼児期に
大切にしたいこと」・市民ふれあいホー
ル �１４日��「気をはらずに楽しく子
育てを」・はすの広場（近江堂） �１４
日��「しつけについて」・グリーンパ
ル（中鴻池）
☆いずれも午前１０時～１１時３０分
◇対象・定員 �２歳以上の在宅児と

その保護者・３０組 ��３歳までの在宅
児とその保護者・３０組 �１歳から４歳
までの在宅児とその保護者・４０組 �２
・３歳の在宅児とその保護者・２０組
◇申込方法 １１月１６日�午前９時３０分

から電話で（先着順）
◇申込・問合先 �岩田保育所 ０７２９

（６２）８６００、御厨保育所 ０６（６７８９）０２６０、
荒本子育て支援センター �六万寺保育
所 ０７２９（８２）５３９２ �石切保育所 ０７２９
（８４）６２６０、鳥居保育所 ０７２９（８５）９２９４
�友井保育所 ０６（６７２３）００７０、大�保
育所 ０６（６７２０）０８００、金岡保育所 ０６
（６７２８）３２０８、長瀬子育て支援センター
�鴻池子育て支援センター

子育て教室
―子育ての輪―

子育てのことを話してみませんか。
◇とき �夜コース�１１月１８日�、１２
月２日�、１６日� 午後７時～９時 �
朝コース�１１月３０日�、１２月７日�、２１
日� 午前１０時～正午
◇講師・助言者 子育てカウンセラー

松木育子さん
◇申込方法 ハガキにコース名、日程、
住所、氏名、年齢、電話番号を書いて郵
送（ファクスでも可）
☆個別相談もあり（電話申込み必要）
◇ところ・申込・相談・問合先 〒５７７
・０８３２長瀬町３―７―４０ 長瀬青少年センタ
ー ０６（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

クリスマス会

みんなで楽しいひとときを過ごしまし
ょう。サンタさんも来てくれるかな。
◇とき・ところ �１２月９日��市民

ふれあいホール（Ａコース） �１６日�
�荒本人権文化センター（Ｂコース）
☆いずれも午前１０時～１１時
◇対象 在宅の就学前乳幼児とその保

護者

◇申込方法 Ａ・Ｂいずれかを選んで、
１１月２８日�の午前１０時３０分から１２月１日
�の午後５時までに電話で
◇申込・問合先 荒本子育て支援セン

ター ０６（６７８８）１０５５

みんなで楽しくランチタイム
～給食試食会～

食事でお悩みのお母さん、保育所の給
食を試食しながら交流しましょう。
◇とき １２月９日� 午前１０時～正午
◇対象・定員 １歳６か月以上３歳未

満の乳幼児（第１子に限る）とその保護
者・１０組（申込先着順）
※給食代が必要です。
◇申込方法 １１月３０日�の午前１０時３０

分から電話で

◇ところ・申込・問合先 鴻池子育て
支援センター ０６（６７４８）８２５２

簡単ピカピカ
クリスマスリース作り

身近な素材で簡単なリースを作ります。
◇とき・対象 �１１月２９日��２歳６
か月以上の子どもとその保護者 �１２月
６日��２歳６か月未満の子どもとその
保護者
☆いずれも午前１０時～１１時
◇定員 各１０組（申込先着順）
◇費用 ５０円
◇申込方法 １１月１８日�の午前１０時か
ら電話で
◇ところ・申込・問合先 長瀬子育て

支援センター ０６（６７２８）１８００

１１１１月月はは「「児児童童虐虐待待防防止止推推進進月月間間」」

全国で児童虐待による子どもの被害
が後を絶ちません。
福祉事務所では、家庭児童相談員、

子育て支援相談員が、相談に応じてい
ます。子育てに不安になったときや、
「もしかして虐待では」と感じたとき
は、連絡してください。
また、子どものしつけや健康のこと

で悩んだときは、子育て支援センター
や保健センターへ、気軽に相談してく
ださい。

【虐待の相談・通報について】
�東福祉事務所 ０７２９（８８）６６１９、

�０７２９（８８）６６２０ �中福祉事務所
０７２９（６０）９２７４、�０７２９（６０）９２７８
�西福祉事務所 ０６（６７８４）７９８２、�
０６（６７８４）７６７７ �東大阪子ども家庭セ
ンター ０６（６７２１）１９６６、�０６（６７２０）
３４１１、通報専用０６（６７２１）５３３６
【しつけや発育・発達について】
�鴻池子育て支援センター ０６（６７４８）

８２５２、�０６（６７４３）０５７７ �長瀬子育

て支援センター ０６（６７２８）１８００、�
０６（６７２８）２４１３ �荒本子育て支援セン
ター ０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）
２５９７ �近くの保育所（園）
【健康や発育・発達について】
�東保健センター ０７２９（８２）２６０３、

�０７２９（８６）２１３５ �中保健センター
０７２９（６５）６４１１、�０７２９（６６）６５２７
�西保健センター ０６（６７８８）００８５、
�０６（６７８８）２９１６

子育て支援センターでは、子どもを遊ば
せながらお母さん同士で話をしたり、保育
士に育児のことを相談したりできます。気
軽にお越しください。

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正

市市市市市市市長長長長長長長交交交交交交交際際際際際際際費費費費費費費ををををををを市市市市市市市長長長長長長長交交交交交交交際際際際際際際費費費費費費費ををををををを市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長交交交交交交交交交交交交交交際際際際際際際際際際際際際際費費費費費費費費費費費費費費をををををををををををををを

公公公公公公公開開開開開開開しししししししててててててていいいいいいいままままままますすすすすすす公公公公公公公開開開開開開開しししししししててててててていいいいいいいままままままますすすすすすす公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開ししししししししししししししてててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８

平
成
１８
年
度
の
税
法
改
正
に

お
け
る
お
も
な
改
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

妻
に
も
均
等
割
が
課
税

平
成
１６
年
度
ま
で
、
市
・
府

民
税
の
均
等
割（
年
額
四
千
円
）

を
納
め
る
夫
と
生
計
を
一
に
す

る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町
村
内

に
住
所
を
有
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
均
等
割
が
か
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
１７
年
度
か
ら
、
段

階
的
に
廃
止
し
、
合
計
所
得
額

が
一
定
額
（
給
与
収
入
の
場
合

百
万
円
）
を
超
え
る
方
に
は
均

等
割
が
課
税
さ
れ
ま
す
。（
表
�
）

公
的
年
金
等
の

控
除
額
引
き
下
げ

６５
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金

等
に
対
し
て
は
、
最
低
百
四
十

万
円
の
控
除
が
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
１８
年
度
か
ら
、
最
低
百
二

十
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

（
表
�
）

な
お
、
６５
歳
未
満
の
方
の
控

除
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

老
年
者
控
除
の
廃
止

６５
歳
以
上
で
合
計
所
得
額
が

一
千
万
円
以
下
の
方
に
は
老
年

者
控
除
と
し
て
一
律
四
十
八
万

円
の
所
得
控
除
が
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
１８
年
度
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。

老
年
者非課

税
措
置
の
廃
止

６５
歳
以
上
で
合
計
所
得
額
が

百
二
十
五
万
円
以
下
の
方
は
非

課
税
で
し
た
が
、
平
成
１８
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
１７
年
１
月
１

日
現
在
６５
歳
以
上
で
合
計
所
得

額
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
方

は
、
段
階
的
軽
減
措
置
と
な
り

ま
す
。（
表
�
）

定
率
控
除
額
の
見
直
し

所
得
割
額
の
一
五
�
が
一
律

に
減
税
（
上
限
額
四
万
円
）
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
１８
年

度
か
ら
、
減
税
額
が
二
分
の
一

に
な
り
ま
す
。（
表
�
）

◇

◇

◇
問
合
先

市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

平
成
１５
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
っ
て
、
消
費
税
の
事
業
者
免

税
点
が
一
千
万
円
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
事

業
者
で
、
平
成
１５
年
分
の
課
税

売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
る

方
は
、
平
成
１７
年
分
に
お
い
て

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り

ま
す
。

新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る

方
は
、「
消
費
税
課
税
事
業
者
届

出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
の

で
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
平
成

１７
年
分
消
費
税
の
申
告
・
納
付

は
、来
年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
す

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
納
税
資
金
の
積
立
て
や

振
替
納
税
の
ご
利
用
を
】

事
業
者
の
申
告
所
得
税
が
赤

字
申
告
と
な
る
よ
う
な
場
合
で

あ
っ
て
も
、
消
費
税
等
に
つ
い

て
は
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
限
内
納
付
の
た
め
の
�
納
税

資
金
の
積
立
て
�
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
の
預

貯
金
口
座
か
ら
納
付
で
き
る�
振

替
納
税
�を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp���w
w
w
.os

ak
a.n
ta.go.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

所
得
税
の
決
算
説
明
会

平
成
１７
年
分
所
得
税
の
決
算

説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

事
業
・
不
動
産
所
得
者
が
対

象
で
す
。
あ
わ
せ
て
改
正
消
費

税
法
の
説
明
を
し
ま
す
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象

▽
１２
月
５
日
�
�
市
民
会
館
三

階
大
集
会
室
・
青
色
申
告
者

▽
６
日
�
�
東
大
阪
税
務
署
四

階
会
議
室
・
白
色
申
告
者

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
２
時
〜
４
時

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
青
色
決
算
関
係
諸
用
紙
に

つ
い
て
は
、
来
年
１
月
下
旬
に

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
一
緒

に
送
付
し
ま
す
。
送
付
時
期
変

更
に
つ
い
て
、
ご
理
解
ね
が
い

ま
す
。◇

◇

◇
問
合
先

東
大
阪
税
務
署

０
６（
６
７
２
４
）０
０
０
１
、

�
０
６（
６
７
２
４
）４
６
２
０

源
泉
所
得
税

年
末
調
整
事
務
説
明
会

市
内
事
業
所
を
対
象
に
、
平

成
１７
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方

や
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
方
法
、

消
費
税
の
改
正
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

◇
と
き

１１
月
２８
日
�

▽

午
前
１０
時
〜
正
午

▽
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
市
民

ホ
ー
ル

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
先

市
民
税
課

市
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役

所
や
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

な
お
、
手
続
き
は
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
に
置
い
て
い
る
口
座

振
替
依
頼
書
と
通
帳
、
通
帳
印
、
納
税
通
知
書
を
持
っ
て
、
預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
０
８

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
使

わ
れ
た
市
長
交
際
費
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
時
間

月
〜
金
曜

日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

３０
分
（
祝
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

市
役
所
一

階
市
政
情
報
相
談
課

◇
問
合
先

秘
書
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
７

障
害
者
医
療
証
と
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
証
は
、
１１
月
１

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
適
用
と
な
る
方

に
は
新
し
い
医
療
証
を
送
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い

な
い
方
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
受
給
者
の
う
ち
、
更
新
の

申
請
が
必
要
な
方
で
、
ま
だ

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
に

は
医
療
証
を
送
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
至
急
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
い
医
療
証
は
、

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
必
ず
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
、

必
ず
新
し
い
医
療
証
と
健
康

保
険
証
を
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
必
ず
届
出
を

▽
転
出
や
転
居
し
た
と
き

▽
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
、

ま
た
は
資
格
が
な
く
な
っ
た

と
き

▽
生
活
保
護
を
受
け

た
と
き

▽
死
亡
し
た
と
き

対
象
と
な
る
方
は
申
請
を

対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

項
目
に
該
当
す
る
方
で
す
。

【
障
害
者
医
療
】

国
民
健
康
保
険
、
ま
た
は

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

６５
歳
未
満
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
（
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

▽
一
級
ま
た
は
二
級
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方

▽
知
的
障
害
の
程
度
が

重
度
の
方

▽
知
的
障
害
の

程
度
が
中
度
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

な
お
、
所
得
制
限
は
四
百

六
十
二
万
一
千
円
以
下
（
扶

養
人
数
一
人
に
つ
き
三
十
八

万
円
増
）
で
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
】

国
民
健
康
保
険
、
ま
た
は

社
会
保
険
に
加
入
し
、
児
童

扶
養
手
当
・
遺
族
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
方
、
ま
た

そ
れ
に
準
ず
る
基
準
を
満
た

す
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
（
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
は
除
く
）

▽
１８
歳
に
達
し
た
年
度
末

ま
で
の
方

▽
前
記
の
方
を

監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母

▽
前
記
の
方
を
養
育
し
て
い

る
方な

お
、
所
得
制
限
は
百
九

十
二
万
円
未
満
（
扶
養
人
数

一
人
に
つ
き
三
十
八
万
円
増
）

で
す
。◇

◇

◇
問
合
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
５

市長交際費執行状況（平成１７年度上半期）
金額（円）

０

４８，２００

０

４０，０００
８８，２００

件数

０

１３

０

４
１７

項目
祝金、寸志、
会費など
敬弔費
見舞金、せん
別、謝礼など
賛助金など
合 計

表�
妻の均等割額
非課税
２，０００円

�
�
市民税１，５００円
府民税 ５００円

	



４，０００円
�
�
市民税３，０００円
府民税１，０００円

	



年度
～１６年度

１７年度

１８年度～

表�
雑所得（公的年金等所得）額の計算式

（Ａ）－１２０万円

（Ａ）×７５％－３７万５，０００円

（Ａ）×８５％－７８万５，０００円

（Ａ）×９５％－１５５万５，０００円

公的年金等の収入金額（Ａ）

３３０万円以下

３３０万円超４１０万円以下

４１０万円超７７０万円以下

７７０万円超

表�
所得割額・均等割額

非課税

税額の３分の２を減額

税額の３分の１を減額

通常の課税

年度

～１７年度

１８年度

１９年度

２０年度～

表�

上限額

４万円

２万円

減税額

所得割額
×１５％

所得割額
×７．５％

年度

～１７年度

１８年度～

平平
成成
１１８８
年年
６６
月月
徴徴
収収
よよ
りり
実実
施施

市市
税税
のの
納納
付付
はは
便便
利利
なな
口口
座座
振振
替替
でで

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
医
療
証

障
害
者
医
療
�
う
ぐ
い
す
色

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
�
水
色

消費税法が改正されています

個人事業者の
みなさんへ

（２）第８４８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年１１月１５日
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保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難

し
い
方
な
ど
の
納
付
相
談
は
、

国
保
保
険
料
課
で
常
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
次
の
日
程
で
夜
間

・
休
日
・
出
張
納
付
相
談
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
相
談
時
に
は
保
険
料

決
定
通
知
書（
納
付
書
）な
ど
、

通
知
書
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

１１
月
２８
日
�
〜
１２

月
２
日
�

午
後
５
時
３０
分
〜

８
時◇

と
こ
ろ

国
保
保
険
料
課

【
休
日
納
付
相
談
】

◇
と
き

１１
月
２６
日
�
、
２７

日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ

国
保
保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

１１
月
２５
日
�

午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

保
険
料
は
国
保
制
度
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
料

を
滞
納
す
る
と
み
な
さ
ん
の
医

療
費
の
支
払
い
に
支
障
を
き
た

す
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
業
運

営
に
お
お
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い

る
方
と
の
公
平
を
欠
く
こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
未
納
の
保

険
料
は
す
み
や
か
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

し
尿
処
理
手
数
料
、
水
道

料
金
、
下
水
道
使
用
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
で
、
減
免

基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
は
納

付
額
の
一
部
を
減
免
し
ま
す
。

【
減
免
申
請
・
納
付
相
談
】

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
１１

月
１８
日
�
�
も
も
の
広
場（
楠

根
）

▽
２１
日
�
、
２２
日
�

�
く
す
の
き
プ
ラ
ザ
（
若
江

岩
田
駅
前
）

▽
２４
日
�
、

２５
日
�
�
市
民
会
館
三
階
大

集
会
室

▽
２９
日
�
、
３０
日

�
�
旭
町
庁
舎
三
階
会
議
室

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時

※
昨
年
と
は
、
一
部
会
場

が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◇
対
象

生
活
保
護
世
帯

お
よ
び
所
得
基
準
額
（
表
）

以
下
の
世
帯

◇
減
免
額

▽
し
尿
処
理

手
数
料
�
普
通
便
槽
の
手
数

料
の
八
割

▽
水
道
料
金
�

基
本
料
金
の
半
額

▽
下
水

道
使
用
料
�
基
本
料
金

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
減
免
の
対
象
世
帯
を
証
明

で
き
る
も
の

▽
減
免
を
受

け
よ
う
と
す
る
各
料
金
の
領

収
書
（
水
量
の
お
知
ら
せ
で

も
可
）

▽
印
鑑

◇
問
合
先

▽
し
尿
処
理

手
数
料
�
環
境
整
備
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
０
２
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
８

▽
水
道
料
金
�
水
道

総
務
部
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
室

０
６（
６
７
２
４
）１
２
２
１
、

�
０
６
（
６
７
２
１
）
２
３

７
４

▽
下
水
道
使
用
料
�

下
水
道
部
業
務
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
５
１
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
７

医
療
費
が
高
額
の

と
き
は
申
請
を

高
額
療
養
費
制
度

「
同
じ
人
」
が
「
同
じ

月
内
」
に
「
同
じ
医
療
機

関
の
同
じ
診
療
科
ご
と
の

計
算
」
に
よ
っ
て
、
下
表

の
自
己
負
担
限
度
額
以
上

の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ

た
場
合
、
超
え
た
額
の
払

い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

領
収
書
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
高
額
療
養
費
に

は
入
院
し
た
と
き
の
食
事

負
担
額
や
部
屋
代
の
差
額

な
ど
の
保
険
適
用
外
の
費

用
は
含
ま
れ
ず
、
入
院
と

外
来
は
別
計
算
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
同
じ
月
内
で
の
複
数

医
療
機
関
で
の
受
診
や
同
一
世

帯
で
の
合
算
の
方
法
な
ど
で
取

扱
い
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
く

わ
し
く
は
国
保
管
理
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
高
額
療
養
費
委
任
払
い
制
度
】

本
人
ま
た
は
家
族
の
方
が
医

療
機
関
の
承
諾
を
事
前
に
得
て
、

高
額
療
養
費
を
市
か
ら
病
院
な

ど
に
支
払
う「
委
任
払
い
制
度
」

も
、
７０
歳
未
満
の
方
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の

本
人
か
ら
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
は
、
自
己
負
担
限
度
額
と
保

険
適
用
外
の
費
用
の
合
計
額
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

の
滞
納
が
あ
る
と
き
は
、
認
め

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
優
良
家
庭
を
表
彰

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

の
う
ち
、
一
定
の
期
間
、
医
療

機
関
で
受
診
し
な
か
っ
た
世
帯

を
「
健
康
優
良
家
庭
」
と
し
て

毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
百
四
十
三
世
帯
を
表

彰
し
、記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

▽
十
五
年
�
三
世
帯

▽
十

年
�
十
一
世
帯

▽
五
年
�
百

二
十
九
世
帯

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

１１
月
末
ご
ろ
に
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
今
回
は
平
成

１７
年
６
月
と
７
月
の
診
療
（
請

求
）
分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
医
療
費
の
実
情

を
理
解
し
、
健
康
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
年
六
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

国
保
で
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
施
策
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。健
康
で
あ
る
こ
と
は
、

す
ば
ら
し
い
人
生
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
運
動
・
栄
養

・
休
養
に
気
を
配
る
な
ど
、
健

康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
４

ご存知ですか
標準営業約款制度「Ｓマーク」

標準営業約款制
度は、法律で定め
られた消費者（利
用者）擁護に資す
るための制度です。
厚生労働大臣認

可の約款に従って営業することを登録し
た「理容店」「美容店」「クリーニング店」
では、店頭にＳマークを掲げています。
登録店は、技術・衛生・安全を約束す

る信頼できるお店です。
◇問合先 	
大阪府生活衛生営業指

導センター ０６（６９４３）５６０３、�０６（６９４６）
９３０６ 	環境薬務課 ０７２９（６０）３８０４、
�０７２９（６０）３８０７

地区健康相談

◇とき・ところ 	１１月２８日� 午後
１時３０分～３時�大�公民分館 	３０日
� 午前１０時～１１時�ももの広場（楠根）
	１２月１日� 午後１時３０分～３時�市
役所多目的ホール 	２日� 午前９時

３０分～１０時３０分�西保健センター
◇対象・内容 	乳幼児�身体計測、
育児相談など 	老成人（大�公民分館
のみ）�検尿、血圧測定など
◇問合先 西保健センター

夜間エイズ検査

◇とき １２月１日� 午後５時３０分～
７時
※検査は、無料・匿名でできます。
◇ところ・問合先 東保健センター

個別禁煙教室
～あなたもタバコから卒煙しませんか～

「禁煙したいけれどやめられない」そ
んな方は、ご相談ください。
３か月間で５回程度の個別相談（呼気

中一酸化炭素・尿中ニコチン濃度測定な
ど）を行い、あなたの禁煙を支援します。
申込みは、随時受け付けています。
◇ところ・申込・問合先 東・中・西

保健センター

楽しく食べよう かしこく食べよう
小学生クッキング

◇とき １２月１０日� 午前１０時～午後
２時
◇ところ ゆうゆうプラザ（日下）
◇内容 「友達と楽しく作ろうクリス

マス料理」 調理実習と試食、ゲーム、
ヘルスメイトのワンポイント・アドバイ
ス
◇対象・定員 小学校４～６年生・１６

人（申込先着順）

◇費用 ５００円
☆エプロン、三角巾、手ふき、筆記用

具を持参
◇申込・問合先 東保健センター

結核エックス線検診

◇とき・ところ 	１１月１８日��長瀬
北公民分館 	２８日��大�公民分館
☆いずれも午後１時３０分～３時
◇内容 胸部エックス線検査、血圧測

定、検尿
※大�公民分館では、成人歯科相談、
唾液潜血検査もあります。
◇申込・問合先 西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

◇とき・ところ 	１１月２８日� 午前
１０時～１１時３０分、午後１時～２時３０分�
東保健センター 	１２月７日� 午前９
時３０分～１０時３０分�中保健センター
◇対象 	結核検診�市内在住の１５歳

以上の方 	肺がん検診�市内在住の４０
歳以上の方
◇申込・問合先 東・中保健センター

東東��００７７２２９９（（８８２２））２２６６００３３ 中中��００７７２２９９（（６６５５））６６４４１１１１ 西西��００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５
��００７７２２９９（（８８６６））２２１１３３５５ ��００７７２２９９（（６６６６））６６５５２２７７ ��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

所得基準額
前々年中の世帯全
員の総所得合計額

１２５万円

１５８万円

１９１万円

※１人増すごとに３３万円加算

世帯
人数

１人

２人

３人

自己負担限度額
１３９，８００円
（７７，７００円）

※２
＋
総医療費（１０割）のう
ち４６６，０００円を超えた分
の１％を加算

７２，３００円
（４０，２００円）

※２
＋
総医療費（１０割）のう
ち２４１，０００円を超えた分
の１％を加算
３５，４００円

（２４，６００円）※２

自己負担限度額

外来＋入院（世帯単位）

７２，３００円
（４０，２００円）※２

＋
総医療費（１０割）のう
ち３６１，５００円を超えた分
の１％を加算

４０，２００円

２４，６００円

１５，０００円

外来
（個人単位）

４０，２００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者※１

一般

市民税非課税世帯

一定以上所得者※３

一般

低所得者�※４

低所得者※５

市
民
税
非

課
税
世
帯

７０
歳
未
満
の
方

７０
歳
以
上
の
方

保健所・センターだより

※
１

上
位
所
得
者
は
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
が
六
百
七
十
万
円
を
超
え
る
世
帯
の

方

※
２

（

）
内
は
、
過
去
１２
か
月
以
内
に
四
回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
っ
た
場
合

の
四
回
目
以
降
の
限
度
額

※
３

一
定
以
上
所
得
者
と
は
、現
役
世
代
の
平
均
収
入
以
上
の
所
得
が
あ
る
世
帯
で
す（
単

独
世
帯
で
年
収
四
百
八
十
四
万
円
、夫
婦
二
人
世
帯
で
年
収
六
百
二
十
一
万
円
以
上
）

※
４

低
所
得
者
�
は
、
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
世
帯
の
方

※
５

低
所
得
者

は
、
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
で
、
所
得
が
基
準
以
下
の
世
帯
の
方
（
単

独
世
帯
で
年
収
約
六
十
五
万
円
以
下
）

減
免
お
よ
び
納
付
相
談

し
尿
処
理
手
数
料
・
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料

平成１７年１１月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８４８号（３）



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
���������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

十十十十十十十十十十十十
九九九九九九九九九九九九
団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体
とととととととととととと

百百百百百百百百百百百百
五五五五五五五五五五五五
十十十十十十十十十十十十
九九九九九九九九九九九九
人人人人人人人人人人人人
をををををををををををを
表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももものののののののののののののののののの事事事事事事事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故故故故故故故をををををををををををををををををを防防防防防防防防防防防防防防防防防防ごごごごごごごごごごごごごごごごごごうううううううううううううううううう������������������

N

下り線 

仮下り線 

仮上り線 

至
難
波
方
面 

至
奈
良
方
面 

大阪東信用金庫 
（旧八光信用金庫） 

キングスプラザ 

コンビニ 
エンスストア 

近商 
ストア 

下り線（奈良方面）駅は西に約160mの位置です 

北仮駅舎 

南仮駅舎 
大阪東信用金庫 

（旧八光信用金庫） 

キングスプラザ 

恩智川 

東花園駅の下り線も仮駅になります 

旧東花園駅 
仮東花園駅 

（下り線奈良方面行） 

仮東花園駅 
（上り線難波方面行） 

夫
婦
や
恋
人
な
ど
親
し
い
関
係
の
間
で
の
暴
力
は
、

個
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
侵
害
と
し
て

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と

呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
暴
力
は
、
発
生
件
数
が
過
去
最

多
を
記
録
す
る
な
ど
、
今
や
特
別
な
こ
と
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
で
起
こ
り
う
る
問
題
と
し
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
１１
月
３
日
の「
文
化
の
日
」に
ち
な
み
、

社
会
教
育
や
学
校
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功

績
の
あ
っ
た
十
九
団
体
と
百
五
十
九
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団
体
・
個
人
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

社
会
教
育
の
部

◇
団
体

▽
上
小
阪
少
年
補

導
員
会

▽
は
る
み
や
子
ど
も

会

▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

大
阪
連
盟
東
大
阪
第
六
団
ス
カ

ウ
ト
育
成
会

▽
市
日
本
舞
踊

協
会

▽
石
燕
同
好
会

▽
市

繩
手
婦
人
会

◇
個
人

▽
大
西
重
一
、
金

井
秀
雄
、
桐
谷
正
彦
、
中
川
博

誠
（
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
）

▽

近
藤
徳
市
、
辰
巳
巳
代
治
、
星

川
彰
、
真
木
啓
子
、
宮
本
清
子

（
市
青
少
年
指
導
員
協
議
会
）

▽
田
中
靖
久
、
広
田
艶
子
、
宮

下
泰
、
渡
辺
喜
子
、
和
辻
勇（
市

少
年
補
導
員
協
議
会
）

▽
香

川
七
郎
、
佐
々
木
邦
彦
（
市
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
）

▽
青
砥
幸
子
、
川
上
岱
男
（
市

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
）

▽
松
下
美
恵
子
（
市
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
連
絡
協
議
会
）

▽
南

口
勉
、
和
田
岳
（
東
大
阪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

▽

青
井
亜
輝
、
安
田
清
（
市
体
育

連
盟
）

▽
柏
原
由
治
、
高
橋

宏
文
、
中
山
靖
雄
、
西
村
幸
雄
、

平
口
喜
美
子
、
福
永
忠
、
藤
田

隆
、
山
崎
進
（
市
体
育
指
導
委

員
協
議
会
）
▽
清
水
宏
祐（
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽
東
粋

扇
、
鎌
田
猶
甫
、
西
田
順
子（
市

文
化
連
盟
）

▽
森
幹
子
（
市

地
域
婦
人
団
体
協
議
会
）

学
校
保
健
の
部

学
校
園
医
四
人
、
学
校
園
歯

科
医
一
人
の
方
々
で
す
。

児
童
生
徒
の
部

◇
団
体

▽
市
立
日
新
高
等

学
校
吹
奏
楽
部

▽
若
江
中
学

校
吹
奏
楽
部

◇
個
人

▽
三
津
田
奈
緒（
市

立
日
新
高
等
学
校
）

学
校
教
育
の
部

◇
団
体

▽
市
立
小
学
校
国

語
科
教
育
研
究
会

▽
市
立
小

学
校
社
会
科
教
育
研
究
会

▽

市
立
小
学
校
家
庭
科
教
育
研
究

会

学
校
園
の
部

◇
団
体

▽
意
岐
部
中
学
校

▽
高
井
田
東
小
学
校

▽
菱
屋

西
小
学
校

▽
長
瀬
北
小
学
校

▽
意
岐
部
東
小
学
校

▽
枚
岡

幼
稚
園

▽
玉
串
幼
稚
園

▽

菱
屋
西
幼
稚
園

教
職
員
の
部

勤
続
三
十
年
以
上
の
百
十
七

人
の
方
々
で
す
（
各
学
校
園
長

か
ら
の
伝
達
）。

◇

◇

◇
問
合
先

教
育
委
員
会
総

務
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

６
５
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
６
６

繰
り
返
す
男
性

逃
げ
ら
れ
な
い
女
性

Ｄ
Ｖ
を
起
こ
す
男
性
の
多
く

は
、
い
つ
も
暴
力
を
ふ
る
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

女
性
に
対
し
て
暴
力
を
爆
発
さ

せ
た
あ
と
し
ば
ら
く
は
「
も
う

二
度
と
暴
力
を
ふ
る
わ
な
い
」

と
約
束
す
る
な
ど
、
女
性
に
と

て
も
や
さ
し
く
接
し
ま
す
。
し

か
し
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
く

る
と
、
再
び
暴
力
に
走
る
と
い

う
行
動
サ
イ
ク
ル
に
陥
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
、

繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
に
疲
れ
て

無
気
力
に
な
る
う
え
、
経
済
的

に
自
立
困
難
な
こ
と
な
ど
が
足

か
せ
と
な
り
、
逃
げ
る
こ
と
す

ら
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
例
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

人
権
意
識
の
欠
如

こ
う
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
暴

力
の
連
鎖
に
は
、
男
性
が
、
女

性
を
支
配
す
る
こ
と
が
「
男
ら

し
さ
」
の
証
明
だ
と
思
い
込
ん

で
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
を
根
本
的
に
な
く
す
に

は
、
何
と
い
っ
て
も
男
性
が
暴

力
行
為
に
お
よ
ば
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

社
会
や
文
化
が
つ
く
り
上
げ

た
「
強
い
男
・
従
う
女
」
と
い

う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
鎖
か
ら

解
き
放
た
れ
る
た
め
に
は
、
そ

の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
姿
勢

を
、
男
性
が
身
に
付
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

あ
る
民
間
団
体
で
は
、
加
害

者
向
け
に
暴
力
を
防
止
す
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
を
見
つ
め

る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
二
度
と

暴
力
を
起
こ
さ
な
い
�
心
�
を

育
成
し
て
い
ま
す
。

揺
れ
る
心
の
う
ち
を
…

相
談
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
女
性
の
な
か

に
は
、「
悪
い
の
は
わ
た
し
の
方

だ
か
ら
…
」
と
自
分
を
責
め
て

し
ま
う
人
が
い
ま
す
が
、
暴
力

は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
思

い
切
っ
て
一
度
相
談
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
対
策
連
絡
会

議
を
設
置
し
、
市
内
の
警
察
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
、
医
療
機
関
、
民
生
委
員
な

ど
と
連
携
し
、
支
援
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

▽
イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２
９

（
６０
）
９
２
０
６
（
�
〜
�
は

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
、
�
は

午
後
６
時
〜
９
時
も
）

▽
大
阪
府
女
性
相
談
セ
ン
タ

ー

０
６
（
６
７
２
５
）
８
５

１
１
（
�
〜
�
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時
３０
分
、
緊
急
一
時

保
護
は
二
十
四
時
間
対
応
）

▽
東
大
阪
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
（
�
〜
�
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
４５
分
）

０
６
（
６
７

２
１
）
２
０
７
７

☆
い
ず
れ
も
年
末
年
始
、
祝

日
を
除
く

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

支
援
関
係
機
関
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
行
い
ま
す
。

◇
と
き

１１
月
２０
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午

◇
内
容

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援

関
係
機
関
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
も
し
、
あ
な

た
が
Ｄ
Ｖ
被
害
に
あ
っ
た
な
ら

…
、
も
し
、
あ
な
た
の
周
り
に

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
い
た
な
ら
…
」

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム

子
ど
も
は
大
人
が
思
い
も
よ

ら
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
目
を
離

し
て
も
大
丈
夫
な
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

【
０
歳
児
に
多
い
窒
息
】

０
歳
児
の
事
故
死
の
約
七
割

は
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
の
窒

息
が
原
因
で
す
。

▽
ふ
か
ふ
か
の
布
団
で
の
う

つ
ぶ
せ
寝

▽
布
団
や
毛
布
な

ど
が
赤
ち
ゃ
ん
の
上
に
か
か
る

▽
お
も
ち
ゃ
や
お
守
り
、
よ
だ

れ
か
け
の
ひ
も
が
首
に
巻
き
つ

く

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
柵
と

マ
ッ
ト
レ
ス
の
間
に
隙
間
が
あ

り
頭
を
突
っ
込
む

▽
吐
乳
に

よ
り
、
の
ど
が
つ
ま
る

▽
小

物
・
た
ば
こ
・
小
さ
な
お
も
ち

ゃ
の
誤
飲

▽
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や

ア
メ
な
ど
が
気
管
に
つ
ま
る

【
転
落
・
転
倒
事
故
に

注
意
�
】

定
期
健
診
を
受
け
た
１
歳
６

か
月
児（
二
百
九
十
三
人
）、
３

歳
６
か
月
児
（
三
百
十
九
人
）

の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
事
故
状

況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

結
果
、「
転
倒
」
が
二
百
六
十
三

人
と
一
番
多
く
、
次
い
で
「
転

落
」
が
百
十
九
人
で
し
た
。

子
ど
も
が
寝
返
り
を
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
目
を

放
し
た
隙
に
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
き
を
始
め
る
こ
ろ
に

は
、
階
段
か
ら
落
ち
た
り
、
ベ

ッ
ド
の
柵
を
乗
り
越
え
て
頭
か

ら
落
ち
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
は
大
人
に
比
べ
て
二

分
の
一
程
度
の
視
野
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
大
人
が
日
ご

ろ
か
ら
注
意
し
、
子
ど
も
に
と

っ
て
危
険
の
な
い
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

東
・
中
・
西
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
日
常
生
活
の
中
に
潜
ん

で
い
る
危
険
な
ど
を
示
し
た「
事

故
予
防
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

０
７
２
９
（
６０
）
３
８
０
２
、

�
０
７
２
９
（
６０
）
３
８
０
９

平
成
１３
年
に
制
定
さ
れ
た
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」

が
昨
年
６
月
に
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
き
め
細

か
く
ま
た
幅
広
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
お
も
な
ポ
イ
ン
ト
】

▽
暴
力
の
定
義
に
心
身
に

有
害
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
言
動
を
加
え
る

▽
元
配
偶

者
も
保
護
命
令
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

▽
子

ど
も
も
接
近
禁
止
命
令
の
対
象
と
す
る

▽
市
町
村
も

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
な
ど

◇
問
合
先

イ
コ
ー
ラ
ム

０
７
２
９
（
６０
）

９
２
０
１
、
�
０
７
２
９
（
６０
）
９
２
０
７

人
生
後
半
を
充
実
さ
せ
る

心
の
持
ち
方
、「
す
ま
い
」「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」「
社
会
参

加
」
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん

か
。【第

一
回

こ
の
ま
ち
で
、

と
も
に
暮
ら
す
〜
心
地
よ
き

セ
カ
ン
ド
�
住
�
ラ
イ
フ
】

◇
と
き

１２
月
９
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

◇
講
師

大
阪
市
立
大
学

助
教
授

檜
谷
恵
美
子
さ
ん

【
第
二
回

ツ
マ
と
オ
ッ

ト
の
二
〇
〇
七
年
問
題
〜
５０

か
ら
の
中
高
年
夫
婦
考
】

◇
と
き

来
年
１
月
１３
日

�

午
後
７
時
〜
９
時

◇
講
師

元
神
戸
市
立
中

央
市
民
病
院
副
院
長

尾
形

誠
宏
さ
ん

【
第
三
回

演
劇
・
三
途

の
川
の
渡
し
に
て
】

◇
と
き

来
年
２
月
１０
日

�

午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

◇
出
演

劇
団
シ
ル
バ
ー

ム
ー
ン◇

◇

◇
対
象
・
定
員

市
内
在

住
、
在
勤
で
、
定
年
前
後
の

方
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
・
四

十
八
人

☆
十
人
ま
で
１
歳
６
か
月

〜
就
学
前
幼
児
の
保
育
あ
り

（
一
人
二
百
円
で
要
予
約
）

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、フ
ァ
ク
ス
番
号
、

保
育
の
有
無
（
子
ど
も
の
氏

名
、
生
年
月
日
も
）
を
書
い

て
、
１２
月
２
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
（
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
）

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７８
・
０
９
４
１
岩
田

町
四
―
三
―
二
二
―
六
〇
〇

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２
９

（
６０
）９
２
０
１
、�
０
７
２
９

（
６０
）９
２
０
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

ik
oram

u
@
city.h

ig
ashiosaka.osaka.jp

近
鉄
奈
良
線「
東
花
園
駅
」

の
下
り
線
駅
（
奈
良
方
面
行

き
）
が
、
１２
月
４
日
か
ら
仮

駅
（
現
在
の
駅
か
ら
西
に
約

百
六
十
�
）に
移
転
し
ま
す
。

す
で
に
上
り
線
（
難
波
方

面
行
き
）
は
今
年
４
月
に
移

転
し
て
お
り
、
今
後
、
東
花

園
駅
は
上
下
線
と
も
仮
駅
で

乗
降
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
の

東
花
園
駅
は
撤
去
し
、
高
架

橋
築
造
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

本
市
を
東
西
に
横
断
す
る

近
鉄
奈
良
線
は
、
重
要
な
交

通
機
関
と
し
て
ま
ち
の
発
展

に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
が
、

踏
切
で
の
交
通
渋
滞
や
鉄
道

に
よ
る
市
街
地
の
分
断
な
ど

の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る

た
め
に
、
中
央
環
状
線
か
ら

外
環
状
線
ま
で
の
区
間
で
立

体
交
差
化
を
進
め
て
お
り
、

平
成
２４
年
３
月
の
事
業
完
了

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
移
転
日
は
天
候
な
ど
に

よ
り
延
期
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◇
問
合
先

▽
近
畿
日
本

鉄
道
工
事
事
務
所

０
７

２
９（
６３
）７
５
１
０

▽
連

続
立
体
交
差
推
進
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
１
６
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
１

市
内
の
商
工
業
事
業
所
に

勤
め
て
お
り
、
勤
務
成
績
が

優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
方

を
優
良
従
業
員
と
し
て
表
彰

し
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
や
お
店
の

優
良
従
業
員
を
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
表
彰
式
は
来
年
の

２
月
中
旬
に
行
い
ま
す
。

◇
表
彰
の
種
類
・
対
象

▽
優
良
特
別
永
年
勤
続
従
業

員
�
同
一
事
業
所
に
引
き
続

き
二
十
年
以
上
勤
務
し
て
い

る
方

▽
優
良
永
年
勤
続
従

業
員
�
同
一
事
業
所
に
引
き

続
き
十
年
以
上
勤
務
し
て
い

る
か
、
五
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
週

に
三
十
時
間
以
上
就
労
）
の

方

▽
優
良
青
年
従
業
員
�

同
一
事
業
所
に
三
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
方
（
満
２９
歳
以

下
）※

勤
務
年
数
お
よ
び
年
齢

は
、
来
年
１
月
１
日
現
在
で

算
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
表
彰
の
対
象
除
外

▽

過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け

た
方

▽
法
人
以
外
の
事
業

所
に
お
け
る
二
親
等
以
内
の

家
族
従
業
員

◇
推
薦
で
き
る
従
業
員
数

▽
五
十
人
未
満
の
事
業
所
�

各
四
人
以
内

▽
五
十
〜
百

九
十
九
人
の
事
業
所
�
各
五

人
以
内

▽
二
百
人
以
上
の

事
業
所
�
各
六
人
以
内

◇
推
薦
方
法

所
定
の
推

薦
調
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
事
業
主
が
郵
送
ま
た
は

持
参※

推
薦
調
書
は
、
労
働
雇

用
政
策
室
、
ユ
ト
リ
ー
ト
東

大
阪
、
東
大
阪
商
工
会
議
所

に
置
い
て
い
ま
す
。

◇
申
込
期
限

１２
月
１５
日

	
◇
申
込
・
問
合
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
労
働
雇

用
政
策
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
７
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
あ

る
い
は
会
社
の
事
務
所
な
ど

に
侵
入
し
て
現
金
な
ど
を
盗

む
「
侵
入
窃
盗
」
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
�
防
犯
�
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

侵
入
窃
盗
の
発
生
状
況

市
内
に
お
け
る
侵
入
窃
盗

は
、
今
年
１
月
か
ら
６
月
ま

で
で
六
百
七
十
四
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
家
人
が
留
守

の
間
に
侵
入
す
る
「
空
き
巣

狙
い
」、夜
間
に
家
人
が
寝
て

い
る
間
に
侵
入
す
る
「
忍
び

込
み
」
と
い
っ
た
住
宅
を
狙

う
手
口
が
三
百
十
件
と
、
全

体
の
半
数
近
く
に
の
ぼ
り
ま

す
。ま

た
、
市
内
に
中
小
企
業

が
多
い
こ
と
か
ら
、
会
社
な

ど
の
事
務
所
を
狙
う
「
事
務

所
荒
ら
し
」
も
百
三
十
九
件

と
多
く
、
全
体
の
約
二
一



に
な
っ
て
い
ま
す
。

侵
入
方
法

外
出
時
に
戸
締
り
を
忘
れ

た
窓
や
玄
関
は
も
ち
ろ
ん
、

戸
締
り
を
し
て
い
て
も
窓
ガ

ラ
ス
な
ど
を
破
っ
て
侵
入
し

ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
問
題
と
な
っ
て
い
る
�
ピ

ッ
キ
ン
グ
�
と
い
う
侵
入
用

具
を
用
い
た
り
、
鍵
穴
付
近

に
穴
を
開
け
て
内
鍵
を
開
錠

す
る
�
サ
ム
タ
ー
ン
回
し
�

と
呼
ば
れ
る
新
た
な
手
口
を

使
っ
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
を
使
っ
た
犯
行

が
横
行
し
て
い
ま
す
。

侵
入
窃
盗
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

侵
入
窃
盗
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
も
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
、
就
寝
時
に
は
確

実
な
施
錠
を
す
る

▽
外
出
す
る
と
き
に
は
、

近
隣
者
に
声
を
か
け
る

▽
自
宅
な
ど
に
は
多
額
の

現
金
や
貴
重
品
を
置
か
な
い

▽
補
助
錠
を
玄
関
扉
の
上

部
ま
た
は
下
部
に
取
り
付
け

る
こ
の
ほ
か
に
も
、
セ
ン
サ

ー
や
警
報
ベ
ル
を
取
り
付
け

る
な
ど
の
対
策
も
効
果
的
で

す
。
ま
た
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
や

サ
ム
タ
ー
ン
回
し
な
ど
の
新

た
な
手
口
に
対
応
す
る
、
防

犯
性
の
高
い
施
錠
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
宅
の
防
犯
設
備
に
不
安

の
あ
る
方
は
、
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

侵
入
窃
盗
に
限
ら
ず
犯
罪

の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
が
け
が
大
切
で
す
。

自
主
防
犯
に
努
め
、
犯
罪
の

未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
先

▽
布
施
警
察

署

０
６（
６
７
２
７
）１
２

３
４

▽
河
内
警
察
署

０
７
２
９
（
６５
）
１
２
３
４

▽
枚
岡
警
察
署

０
７
２
９

（
８７
）
１
２
３
４

▽
地
域

振
興
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
１
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
６
１

１２
月
４
日
始
発
か
ら
仮
駅
に
移
転

改
正
Ｄ
Ｖ
防
止
法

―
東
花
園
駅
の
下
り
線
駅
―

（
奈
良
方
面
行
き
）

明明
日日
かか
らら
のの
ああ
なな
たた
にに

暴暴
力力
のの
なな
いい
日日
々々
をを

優 良 従 業 員

１１１１月月１１２２日日～～２２５５日日はは
「「女女性性にに対対すするる暴暴力力ををななくくすす運運動動」」期期間間でですす

推薦してください

講座

イコーラム

リリ
★★
ララキキ

文化の日

１１月は「子どもの不慮の事故防止推進月間」です

（４）第８４８号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１７年１１月１５日（５）
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相 談 相 談 

その他 その他 

環境フェスティバル公募委員

来年の「東大阪市民環境フェスティバ
ル」の実行委員を募集します。
◇応募方法 ハガキに住所、氏名、電

話番号、どのような環境問題の取組みに
参加するかを書いて、１１月３０日�までに
（ファクス、Ｅメールでも可）
◇応募・問合先 〒５７７・８５２１市役所環
境部内環境フェスティバル実行委員会事
務局 ０６（４３０９）３１９９、�０６（４３０９）３８１８、
Ｅメール junkanshakai@city.higashio
saka.osaka.jp

学研都市線で行こう�
フォトコンテスト２００５

列車や沿線沿いの風景など、学研都市
線に関する作品を募集します。
◇応募方法 応募用紙に必要事項を記

入のうえ、現像した作品とともに郵送（デ
ジタルデータでも可）
☆くわしくは市役所１階市政情報相談

課、行政サービスセンターにある応募用
紙、またはホームページ（http:��web.ky
oto�inet.or.jp�org�gakensen�）で
◇応募期限 １２月２２日�
◇問合先 �木津町学研企画課 ０７７４
（７５）１２０１ �政策推進室 ０６（４３０９）
３１０１、�０６（４３０９）３８２６

平成１８年度「防火標語」

◇応募資格 市内在住、在勤の方
☆１人１０点までで、未発表のもの
◇応募方法 ハガキ（封書）に作品と

住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号
（市内在勤の方は、事業所名と所在地・
電話番号も）を書いて、１２月２６日�（必
着）までに郵送
※最優秀作品は、啓発活動に活用しま

す。
◇応募・問合先 〒５７７・００３６御厨栄町

３―１―４１ 消防局予防広報課 ０６（６７８８）
７６７４、�０６（６７８１）３５６２

特設人権相談

◇とき・ところ �１１月１０日��総合
福祉センター �１７日��夢広場（布施
駅前）
☆いずれも午後２時～４時
◇問合先 社会福祉協議会内人権擁護

委員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

労働なんでも１日出張相談

「仕事につけない」「パート労働の税金
について知りたい」「事業主だが雇用問題
で悩んでいる」など、仕事のことでお悩み
の方、気軽にお寄りください（秘密厳守）。
◇とき・ところ �１２月１日��サティ
鴻池店 �２日��イズミヤ若江岩田店
☆いずれも午前１０時～午後４時
◇内容 労働に関する相談、ハローワ

ークによる職業紹介
◇問合先 労働雇用政策室 ０６（４３０９）

３１７８、�０６（４３０９）３８４６

１級建築士による無料相談

◇とき １１月１５日� 午後１時～４時
◇ところ 市役所１階相談室
◇内容 家の建替え、耐震、アスベス

ト、リフォーム、シックハウスなど
◇問合先 ��大阪建築士事務所協会

第２支部 ０６（６７２１）９１４４ �指導監察
課 ０６（４３０９）３２４５、�０６（４３０９）３８３４

保育所入所希望者へ
１１月３０日までに申込みを

来年度の保育所入所申込期限は１１月３０
日�です。なお、新生児（今年の４月２
日～来年の２月３日生まれ）は、来年２
月１７日�まで受け付けます。
◇対象 ６歳未満（就学前）の子ども

がいて、保育できない事情がある方
◇申込・問合先 東・中・西福祉事務

所子育て支援係 �東�０７２９（８８）６６１９、
�０７２９（８８）６６２０ �中�０７２９（６０）９２７４、
�０７２９（６０）９２７８ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７

平成１８年５月２８日から
市外局番「０７２９」地域の電話番号の
末尾の９が市内局番の先頭に

市外局番「０７２９」を使用している地域
では、市内局番の容量を拡大するため次
のとおり番号を変更します。
◇変更日時 平成１８年５月２８日	午前

２時
◇変更内容 �現在の番号�０７２９・○

○・○○○○ �変更後の番号�０７２・９
○○・○○○○
※現在使用している電話機、ファクス

機などはそのまま使用できますが、ワン
タッチダイヤルなどに市内局番から登録
している場合は、変更が必要です。
◇問合先 総務省近畿総合通信局電気

通信事業課 ０６（６９４２）８５１８、�０６
（６９２０）０６０９

新しくなります
介護保険被保険者証

法改正によって、介護保険被保険者証
を変更します。色は水色から淡い黄色に
なり、有効期限の記載がなくなります。
１０月下旬より、認定申請された方など
から、新様式の被保険者証を交付してい
ます。また、従来の様式をすでにお持ち
の方については、来年３月までに新しい
被保険者証を送付します。
◇問合先 介護保険料課 ０６（４３０９）

３１８８、�０６（４３０９）３８１４

費用の一部を補助
わが家の耐震診断

自宅の耐震診断を受ける方に、技術者
の紹介や費用の一部補助を行います。
◇対象建築物 昭和５６年５月３１日以前
に建てられ、現在居住している自己所有
の住宅
◇補助限度額 １戸２万５，０００円
◇申請期限 １１月３０日�
◇申請・問合先 指導監察課 ０６（４３０９）

３２４５、�０６（４３０９）３８３４

歳末たすけあい募金
配分申請を受け付けます

「歳末たすけあい運動」で集まった募
金を、年末年始の地域交流事業の活動費
として配分します。希望する団体は、１１
月２４日�までに申請してください。
◇対象団体 校区福祉委員会、無認可

の福祉作業所、子育てサークル、ボラン
ティア連絡会
☆子育てサークルは１年以上の活動実

績があり、１０人以上で取り組む事業
◇対象事業 ふれあい会食会、いきい

きサロン、配食サービス、世代間交流事
業、子育て支援活動
◇申請・問合先 社会福祉協議会 ０６

（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

カキの生食による
食中毒にご注意

毎年冬になると、カキによる食中毒が
発生します。これは、ノロウイルスに汚
染された貝類を生、あるいは十分に加熱
調理しないで食べた場合に起こります。
潜伏期間は２４～４８時間で、吐き気、嘔
吐、下痢、腹痛などの症状が２、３日続
いた後、回復に向かいます。
次のことに注意して調理しましょう。
�加熱加工用カキは絶対に生食しない

�殻付きのカキを調理するときは、専用
の調理器具を用意するか、使用したまな
板などは使用前後によく洗い、熱湯や消
毒液などで殺菌する �調理の前後には、
必ず手洗い消毒をする
◇問合先 保健所食品衛生課 ０７２９（６０）

３８０３、�０７２９（６０）３８０７

チェックしています
食鳥肉の安全性

市では食鳥肉（鶏肉など）の安全を確
保するため、獣医師の資格を持った検査
員が食鳥を処理する施設に出向いて、生
鳥から食鳥肉になるまでの状態をチェッ
クしています。サルモネラ、Ｏ１５７、カン
ピロバクターなどの細菌検査を行ってい
るほか、市内の鶏肉店などを巡回し、食
鳥肉の取扱いや衛生管理についての監視
指導も行っています。
※細菌は適切な加熱により死滅します。
◇問合先 保健所食品衛生課 ０７２９（６０）

３８０３、�０７２９（６０）３８０７

ご注意ください
ウエストナイル熱の流行地に

渡航される方

このほど、アメリカより帰国した男性
が、日本で初めてウエストナイル熱に感
染していたことが確認されました。
ウエストナイル熱の一般的な症状は、

発熱、頭痛、発疹などで、脳炎を合併す
ることもあります。
流行地では、蚊にさされないように次

のことに注意しましょう。
�露出している皮膚への虫除け剤の使

用 �戸外へ出るときは、できるだけ長
袖、長ズボンを身に付ける
※ヒト→蚊→ヒト感染、ヒト→ヒト感

染はありません。また、感染した患者か
ら感染が拡大することはありません。
◇問合先 保健所健康づくり課 ０７２９

（６０）３８０２、�０７２９（６０）３８０９

１１月は計量強調月間

「計量」は暮らしの基本です。正しい
計量知識を身につけましょう。
◇問合先 消費生活センター ０７２９（６５）

６００２、�０７２９（６２）９３８５

交通遺児世帯見舞金を給付

◇対象 昭和６２年４月１日以降生まれ
で、父または母を自動車などの車両に関
わる事故で亡くした満１８歳以下の遺児
◇給付額 遺児１人あたり１万円
◇申請方法 所定の申請書を校区福祉

委員長を通じて、１１月２４日�までに
※申請書は、校区福祉委員長宅または

市民福祉活動センターにあります。
◇問合先 市民福祉活動センター ０６

（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

無担保・無保証人融資制度

◇限度額 ５５０万円（別枠４５０万円）
◇返済期間 運転資金５年以内、設備

投資７年以内
◇利率 １．５％（今年１０月１３日現在）
◇問合先 東大阪商工会議所 ０６（６７

２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１

◇とき １２月３日
 午後２時３０分から
（開場は３０分前）
◇出演 稲岡満男＆音楽工房（写真）
◇定員 １５０人（抽選）
◇申込方法 往復ハガキ（１人１枚）に

行事名、住所・氏名（返信用にも）、電話番
号を書いて、１１月２２日�（必着）までに郵送
◇ところ・申込・問合先 〒５７７・０８３２長
瀬町３―４―３ 長瀬人権文化センター ０６（６７２０）
１７０１、�０６（６７２９）９１７１

生活保護世帯を対象に、浄化槽清掃
費用の一部を助成しています。
申請前に世帯全員の生年月日、浄化
槽の形式と人槽を調べておいてくださ
い。また、浄化槽を共同使用する建物
に住んでいる世帯の方は、家主などか
ら清掃領収書の写しをもらい、共同使
用世帯数を調べておいてください。
◇対象 居住用浄化槽の使用者で、
浄化槽清掃許可業者に委託して清掃を
行い、１７年度内に生活保護を受けた方
◇助成金額 １世帯８，０００円以内

◇申請に必要なもの 印鑑、生活保
護受給証、平成１７年度の清掃領収書
◇申請のとき・ところ １２月１３日�、

１４日� 環境整備課
※当日申請できない場合は、来年３

月３１日�までに申請してください。（土
・日曜日、祝日、年末年始を除く）
審査のうえ、承認書または不承認書

を来年４月ごろに送付します。なお、
助成金の振込みは５月ごろです。
◇問合先 環境整備課 ０６（４３０９）

３２０２、�０６（４３０９）３８１８

民民俗俗楽楽器器・・世世界界のの旅旅ココンンササーートト
ははぐぐささ市市民民劇劇場場

浄浄化化槽槽清清掃掃費費用用のの一一部部をを助助成成

生生活活保保護護世世帯帯のの方方へへ

（６）第８４８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年１１月１５日
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まなぶ まなぶ 

国際交流パーティー

民族色豊かな楽しい催しを行います。
◇とき １２月１１日� 午後６時～８時
◇ところ クリエイション・コア東大

阪南館３階
◇対象 市内在住、在勤、在学の方
◇費用 �大人�３，０００円 �学生（小
学生以上）�２，０００円
☆プレゼントの交換をしますので、５００

円程度のプレゼントに簡単なメッセージ
を添えて持参
◇申込方法 参加者全員の住所、氏名、

電話番号、大人と学生の区分を、１２月２日
�までに電話、ファクスまたはＥメールで
◇申込・問合先 文化国際課 ０６（４３０９）

３１５５、�０６（４３０９）３８２３、Ｅメール bu
nkoku@city.higashiosaka.osaka.jp

ボランティア・あいあいサロン

簡単なマジックやレクリエーションを
覚えませんか。
◇とき １１月２６日� 午後１時３０分～
３時３０分
◇内容 「楽しいマジックとレクリエ

ーション」 ボランティアサークル ｅ
―マジック
◇定員 ５０人（申込先着順）
※ボランティア活動やイベントなどの

情報提供もしています。
◇ところ・申込・問合先 市民福祉活動

センター ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

育てよう青少年の若い芽を
やまなみヤングフェスタ

◇とき １１月２０日� 午後０時３０分～
４時
◇内容 高校生によるバンド演奏など
◇定員 １００人（当日先着順）
◇ところ・問合先 やまなみプラザ（四
条） ０７２９（８８）３１１３、�０７２９（８８）３１０７

年忘れカラオケ大会

◇とき １２月４日� 午前１０時～午後
４時
◇定員 １７０人（当日先着順）
◇ところ・問合先 夢広場（布施駅前）

０６（６７８４）２０１４（�兼用）

ビデオな１日

黒人女性が差別を乗り越え強く生きる
映画「カラー・パープル」を放映します。
◇とき １２月７日� 午後１時３０分か

ら
◇定員 ４０人（当日先着順）
☆１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（１人４００円で要予約・定員１０人）
◇ところ・問合先 イコーラム（男女

共同参画センター） ０７２９（６０）９２０１、
�０７２９（６０）９２０７

体験学習「しめ縄づくり」

◇とき １２月１１日� �午前１０時～正
午 �午後１時～３時
◇講師 �東大阪市文化財協会評議員
関谷廣さん
◇定員 各２５人（申込先着順）
◇申込方法 １１月２０日�午前１０時から
電話で
※入館料（一般３００円、小・中学生２００円）
が必要。朝日社境内の見学もできます。
☆当日入館者には記念品を進呈
※駐車場はありません。
◇ところ・申込・問合先 鴻池新田会

所 ０６（６７４５）６４０９、�０６（６７４４）７４９８

クリスマスコンサート

◇とき １２月１１日� 午後２時～３時
３０分
◇内容 岩井ゆき子ピアノ・ボーカル

ユニットによる「大阪ジャズ物語」
◇定員 ２００人（当日先着順）
※駐車場は利用できません。
◇ところ・問合先 グリーンパル（中

鴻池） ０６（６７４７）１５９２、�０６（６７４４）２７４８

ゆうゆうウィーク
エンドギャラリー

絵画展を行います。
◇とき １１月１８日�～２０日� 午前９

時～午後５時
◇ところ・問合先 ゆうゆうプラザ（日
下） ０７２９（８６）９２８４、�０７２９（８６）９２９３

東大阪ボランティア研究集会

「子どもたちとつながっていますか？」
をテーマに行います。
◇とき １１月２７日� 午前１０時～午後
４時
◇ところ 総合福祉センター４階
◇講師 大阪商業大学教授 岩井紀子

さん
◇対象・定員 市内在住でボランティ

アに関心のある方・６０人（申込先着順）
◇費用 �一般�１，０００円 �高校生以
下の方�５００円（昼食代を含む）
◇申込期限 １１月１８日�
◇申込・問合先 市民福祉活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

健康料理教室
～簡単おせち～

◇とき １２月３日� 午前１０時３０分～
午後１時３０分
◇講師 東大阪地域活動栄養士会
◇対象・定員 市内在住、在勤の方・

２０人（抽選）
◇費用 １，０００円
【健康づくり講座】
◇とき １２月３日� 午後２時～３時

３０分
◇内容 「目の病気～白内障・緑内障に

ついて」 さほり眼科院長 佐堀彰彦さん
◇定員 ４０人（申込先着順）

◇ ◇
◇申込方法 ハガキに教室名、住所、

氏名、電話番号を書いて、１１月２１日�（必
着）までに郵送（ファクスでも可）
◇ところ・申込・問合先 〒５７８・０９４１
岩田町４―３―２２―５００ くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２９（６７）６５６５（�兼用）

JOBカフェOSAKA in 中河内
特別講演会＆就職大相談会

◇とき １２月１日	
◇ところ 八尾市文化会館（プリズム

ホール）
◇内容 �タレント・遙洋子さんによ

る講演会「教えて、遙さん�仕事って嫌
じゃないですか？～ハツラツ人生、仕事
も介護も」（午後６時～７時３０分で、事前
申込制） �就職大相談会（午後１時～６
時で、対象は概ね３４歳以下の方、子ども
の就職に悩んでいる保護者） �就職活
動スタートセミナー（午後４時３０分～５
時４０分で、対象は概ね３４歳以下の方）
◇申込・問合先 �大阪労働協会ジョ

ブカフェ事業部 ０６（４７９４）７３５５、�０６
（６９４３）６７７６
◇問合先 労働雇用政策室 ０６（４３０９）

３１７８、�０６（４３０９）３８４６

多文化料理教室
～タイ料理とお話～

世界的に有名なスープ料理「トム・ヤ
ム・クン」に挑戦してみませんか。
◇とき １２月９日� 午前１０時３０分～
午後１時
◇ところ くすのきプラザ（若江岩田

駅前）
◇講師 岡村ＫＯＮＫＡＮＯＫさん
◇対象・定員 市内在住、在勤、在学

の方・２５人（抽選）
◇費用 ７００円
☆エプロンを持参
◇申込方法 往復ハガキ（１枚で２人

まで）に教室名、住所、氏名、電話番号
を書いて、１１月２５日�（消印有効）まで
に郵送
◇申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所文
化国際課国際情報プラザ ０６（４３０９）３３１１、
�０６（４３０９）３８２３

知的障害者のための
メークアップ教室

◇とき １２月３日� �午前１０時～正
午 �午後１時～３時
◇テーマ・講師 「初心者対象クリス

マスのメイク」 亥野蔦江さん
◇対象・定員 化粧に関心がある知的

障害者・各６人（抽選）
◇申込期限 １１月２４日	
◇ところ・申込・問合先 高井田訓練

所 ０６（６７８９）０１６１、�０６（６７８９）２１５１

新エネルギー基礎講座

関西大学の教授などが、最新のエネル
ギー技術について講演します。
◇とき １１月２６日� 午後１時～５時
◇ところ クリエイション・コア東大阪
◇内容 �新エネルギーの開発動向

�微生物によるバイオマスシステムの開
発 �小型垂直軸風車を用いた都市型風
力発電システムの開発 �高効率エネル
ギー貯蔵システムの開発など
◇定員 ６０人（申込先着順）
◇申込方法 行事名、住所、氏名、電

話番号を１１月２２日
までに電話またはフ
ァクスで
◇申込・問合先 環境企画課 ０６（４３０９）

３１９８、�０６（４３０９）３８１８

歴史講演会

◇とき １１月２７日� 午後１時３０分～
４時３０分
◇テーマ �「ナガスネヒコの実像」

比較言語学者 進藤治さん �「日下の
直越」
◇定員 ８０人（当日先着順）
◇費用 ３００円
◇ところ・問合先 埋蔵文化財センタ

ー ０７２９（８３）２３４０、�０７２９（８２）９４１１

【クリスマスリースづくり】
◇とき １２月１０日� 午前１０時から
◇講師 ひらおかネイチャークラフ

ト 吉岡一成さん
◇定員 ３０人（抽選）
◇費用 ８００円
【布の花でつくる正月飾り】
◇とき １２月４日� 午前１０時から
◇講師 布花主宰 藤井真智子さん

◇定員 ３０人（抽選）
◇費用 １，０００円
◇ ◇

◇申込方法 住所、氏名、年齢、電
話番号を１１月２６日�までに、電話また
はファクスで
◇ところ・申込・問合先 グリーン

ガーデンひらおか ０７２９（８２）９９２０、
�０７２９（８２）９９２１

【斑鳩流生花教室】
◇とき 来年１月～２月の第２・４

水曜日 午後１時～３時（計４日間）
◇講師 鷺森好風さん
◇定員 １０人（抽選）
◇費用 ９，０００円
☆花器、剣山、花はさみ、包装紙、

筆記用具を持参
【楽しい実用書道教室】
◇とき 来年１月２２日�、２月５日
�、１２日�、２６日�、３月１２日�、２６
日� 午後１時～３時（２月５日のみ
午前９時～１１時、計６日間）
◇講師 今西雅芳さん
◇定員 ３０人（抽選）
◇費用 月１，０００円、教材費２，５００円
☆書道道具一式を持参

【パッチワーク教室】
◇とき 来年１月６日�、２０日�、
２月３日�、１７日�、３月３日�、１０
日� 午前９時～１１時（計６日間）
◇講師 本多貞代さん
◇定員 １５人（抽選）
◇費用 ３，０００円
☆別途、教材費月１，５００円程度が必要
☆裁縫道具一式を持参
◇ ◇

◇対象 市内在住の成人
◇申込方法 往復ハガキに教室名、

住所、氏名、年齢、性別、電話番号を
書いて、１２月５日�（必着）までに郵送
◇ところ・申込・問合先 〒５７９・８００３
日下町３―１―７ ゆうゆうプラザ（日下）
０７２９（８６）９２８４、�０７２９（８６）９２９３

グリーンガーデンひらおか

歳 末 の 催 し

ゆ う ゆ う 教 室

平成１７年１１月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８４８号（７）
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市役所 06（4309）3000 
東福祉 
（子育て支援係） 0729（88）6619 
（福祉係） 0729（88）6617 
（保護係） 0729（88）6616 
中福祉 
（子育て支援係） 0729（60）9274 
（福祉係） 0729（60）9275 
（保護係） 0729（60）9271 
西福祉 
（子育て支援係） 06（6784）7982 
（福祉課） 06（6784）7980 
（保護課） 06（6784）7931 
行政サービスセンター 
 日下 0729（86）9282 
 四条 0729（88）3111 
 中鴻池 06（6747）1590 
 若江岩田駅前 0729（67）6530 
 楠根 06（6745）9144 
 布施駅前 06（6784）2000 
 近江堂 06（6730）5718 

行政サービスコーナー 
 旭町 0729（88）6624 
 瓢　山駅 0729（81）7175 
 豊浦 0729（88）0164 
 石切駅 0729（88）0683 
 花園 0729（67）0955 
 北宮 0729（67）0961 
 英田 0729（62）0455 
 八戸の里駅 06（6781）2457 
 高井田 06（6781）1691 
 永和 06（6784）0250 
 弥刀駅 06（6726）1228 
 大 06（6730）3260 
市民プラザ 
 日下・ゆうゆうプラザ 0729（86）9284 
 四条・やまなみプラザ 0729（88）3113 
 中鴻池・グリーンパル 06（6747）1592 
 若江岩田駅前・くすのきプラザ 0729（67）6575 
 楠根・ももの広場 06（6745）9147 
 布施駅前・夢広場 06（6784）2018 
 近江堂・はすの広場 06（6730）0840 

鴻池子育て支援センター 06（6748）8252 
長瀬子育て支援センター 06（6728）1800 
荒本子育て支援センター 06（6788）1055 
東部環境事業所 0729（84）8005 
中部環境事業所 0729（63）3210 
西部環境事業所 06（6722）2994 
北部環境事業所 06（6789）1851 
消防局 06（6788）0119 
東消防署 0729（81）5501 
中消防署 0729（61）6181 
西消防署 06（6788）7671 
上下水道局水道庁舎 06（6724）1221 
東大阪市保健所 0729（60）3800 
東保健センター 0729（82）2603 
中保健センター 0729（65）6411 
西保健センター 06（6788）0085 
総合病院 06（6781）5101 
東診療所 0729（82）3821 
休日急病診療所 06（6787）0123 
社会教育センター 06（6789）4100 
男女共同参画センター 0729（60）9201 

青少年女性センター 06（6789）5746 
ドリーム21 0729（62）0211 
東大阪アリーナ 06（6726）1995 
東体育館 0729（82）1381 
市民ふれあいホール 0729（82）6563 
スポーツホールかがやき 0729（62）8811 
自由の森なるかわ 0729（86）1551 
旭町図書館 0729（82）1235 
花園図書館 0729（65）7700 
永和図書館 06（6781）5500 
市民美術センター 0729（64）1313 
郷土博物館 0729（84）6341 
鴻池新田会所 06（6745）6409 
市民会館 06（6722）9001 
文化会館 0729（65）1501 
ユトリート東大阪 06（6721）6000 
グリーンガーデンひらおか 0729（82）9920 
消費生活センター 0729（65）0102 
産業技術支援センター 06（6785）3325 
四条の家 0729（87）7861 
高齢者サービスセンター 0729（62）8011
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を
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き

来
年
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５
日
�

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
（
雨
天
の

場
合
は
１９
日
�
に
延
期
）

◇
と
こ
ろ

枚
岡
公
園

◇
種
目
・
距
離

【
男
子
】

▽
一
般
Ａ（
三
十
歳
以
上
）、

一
般
Ｂ（
三
十
歳
未
満
）、
高
校

生
�
三
�
�
、
五
�
�

▽
中

学
校
二
・
三
年
生
�
三
�
�

▽
中
学
校
一
年
生
�
二
�
�

【
女
子
】

▽
一
般
Ａ（
三
十
歳
以
上
）、

一
般
Ｂ（
三
十
歳
未
満
）、
高
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�
�
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三
�
�
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一
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�

◇
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※
一
人
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種
目
と
し
、
各
種

目
一
位
か
ら
六
位
ま
で
の
方
に

賞
状
と
賞
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授
与
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ま
す
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（
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
進

呈
）◇

費
用

▽
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般
、
高
校
生

�
千
五
百
円

▽
中
学
生
�
千

円
◇
申
込
方
法
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必
要
事
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を
記
入
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え
、
費

用
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添
え
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月
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日
�
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※
郵
送
の
場
合
は
、
郵
便
為
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ま
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は
現
金
書
留
で
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九
十

円
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（
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入
）
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い
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◇
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ー
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、
東
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政
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ー
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・
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１
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内
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会
実
行

委
員
会

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
８
２
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

東
大
阪
市
小
売
商
業
団
体
連

合
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
「
と
く
と
く
ト
ラ
イ

券
」
を
、
１０
月
に
引
き
続
き
１１

月
２５
日
�
か
ら
市
内
三
十
二
か

所
の
特
別
販
売
所
で
発
売
し
ま

す
。一

枚
五
百
円
の
金
券
二
十
二

枚
セ
ッ
ト
（
一
万
千
円
分
）
を

一
万
円
で
買
う
こ
と
が
で
き
、

普
通
に
買
い
物
を
す
る
よ
り
一

割
お
得
で
す
。

「
と
く
と
く
ト
ラ
イ
券
」は
、

市
内
の
登
録
店
（
店
頭
に
ポ
ス

タ
ー
で
表
示
）
な
ら
ど
こ
で
も

使
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
商
品
券
の
使
用
有
効

期
限
は
来
年
１
月
３１
日
�
で

す
。※

１１
月
２５
日
の
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
に
販
売
所
な
ど
を
掲

載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。◇

問
合
先

商
業
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
６
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

ほ
ん
し

は
ぐ
さ

あ
ら
も
と
り
ょ
う
し
き
じ
が
っ

本
市
で
は
、
蛇
草
・
荒
本

両

識
字
学

き
ゅ
う
ち
ょ
う
え
い
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

た
い
へ
い

級
や
長

栄

中

学
校
夜
間
学

級
、
太
平

じ
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う
し
ゅ
が
ん

寺
中

学
校
夜
間
学

級
、
曙
光
、ウ
リ
ソ
ダ

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
ほ
う
じ
ん
ひ
が
し
お
お
さ
か
に
ほ
ん
ご
き
ょ
う

ン
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東

大
阪
日
本
語
教

し
つ

き
ょ
う
し
つ

お
お

ひ
と

も

じ

室
、よ
み
か
き
教

室
な
ど
で
多
く
の
人
が
文
字

よ

か

ま
な

の
読
み
書
き
を
学
ん
で
い
ま
す
。

し
み
ん

し
き
じ

た
い

そ
こ
で
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
識
字
」
に
対

り
か
い

に
ん
し
き

ふ
か

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

が
っ
き
ゅ
う
せ
い

が
く
し
ゅ
う

せ
い
か

さ
く
ひ
ん

学

級

生
の
学

習
の
成
果
で
あ
る
作
品
や

し
き
じ

か
ん

て
ん
じ

「
識
字
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
す
る

し
き
じ
て
ん

か
い
さ
い

「
識
字
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ら
い
じ
ょ
う

も
じ

た
い
せ
つ

ぜ
ひ
ご
来

場
い
た
だ
き
、「
文
字
の
大
切
さ
」

ひ
と

も

じ

こ

を
か
み
し
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
文
字
に
込
め
ら

お
も

か
ん

れ
た
思
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

が
つ

に
ち
げ
つ

に
ち
す
い

ご

◇
と
き

１１
月
２８
日
�
〜
３０
日
	

午

ぜ
ん

じ

ご

ご

じ

前
９
時
〜
午
後
５
時

し
や
く
し
ょ
い
っ
か
い
た
も
く
て
き

◇
と
こ
ろ

市
役
所
一
階
多
目
的
ホ
ー
ル

な
い
よ
う

し
き
じ
け
い
は
つ

て
ん
じ

◇
内
容

▽
識
字
啓
発
パ
ネ
ル
展
示

▽

が
っ
き
ゅ
う
せ
い

さ
く
ひ
ん

ぶ
ん
し
ゅ
う

て
ん
じ

学

級

生
の
作
品
や
文

集
な
ど
の
展
示

▽

そ
う
だ
ん

よ
み
か
き
相
談
な
ど

と
い
あ
わ
せ
さ
き

し
ゃ
か
い
き
ょ
う
い
く
か

◇
問

合

先

社
会

教

育
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
７
９
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

夢
を
か
た
ち
に
展

８
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
創

作
講
座
を
受
講
し
た
方
が
製

作
し
た
水
彩
画
や
パ
ス
テ
ル

画
、
抗
火
石
の
立
体
彫
刻
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

◇
と
き

１１
月
２３
日


〜

２７
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま

で
）

創
作
講
座

人
物
パ
ス
テ
ル
画
教
室

◇
と
き

来
年
１
月
１４
日
〜

３
月
４
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
（
計
八
日
間
）

◇
対
象
・
定
員

全
回
受
講

で
き
る
１８
歳
以
上
の
方
・
十
五

人
（
抽
選
）

◇
費
用

八
千
円
程
度

◇
申
込
方
法

「
夢
を
か
た

ち
に
展
」
開
催
期
間
中
に
、
会

場
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
直
接

そ
う
さ
く
展

創
作
講
座
終
了
後
も
活
動
を

続
け
て
い
る
方
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

◇
と
き

１２
月
７
日
	
〜
１１

日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

ひ
る
さ
が
り

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇
と
き

１１
月
２３
日



午

後
１
時
３０
分
〜
２
時
１５
分

◇
内
容

ミ
ド
ル
ノ
ー
ト（
熊

渕
晴
夫
さ
ん
ほ
か
）に
よ
る
ギ
タ

ー
演
奏
と
ボ
ー
カ
ル

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

施
設
の
ご
利
用
を

◇
利
用
期
間

来
年
４
月
４

日
�
〜
７
月
３０
日
�
（
特
別
展

示
な
ど
の
期
間
を
除
く
）

◇
利
用
施
設

第
一
〜
三

展
示
室
、
和
室
、
茶
室
、
会

議
室※

会
議
室
の
み
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
利
用
対
象

美
術
、
書

道
、工
芸
、文
学
、茶
花
道
、手

芸
な
ど
の
展
示
・
発
表
会

◇
申
込
期
間

１２
月
１
日

�
〜
７
日
	

午
前
１０
時
〜

午
後
５
時（
５
日
�
は
休
館
）

※
複
数
の
申
込
み
が
あ
る

と
き
は
、
後
日
、
抽
選
し
ま

す
。☆

申
込
締
切
後
に
空
き
施

設
が
あ
る
と
き
は
、
来
年
１

月
５
日
�
か
ら
受
付
（
申
込

先
着
順
）◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

０
７

２
９
（
６４
）
１
３
１
３
、
�

０
７
２
９
（
６４
）
１
５
９
６

よ か まな なか ま わ ひろ

読み書きを学ぶ仲間の輪を広げよう

てんじしき

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
の
催
し

※
費
用
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す

ププレレミミアアムム商商品品券券
��ととくくととくくトトラライイ券券��

１１月２５日発売開始

（８）第８４８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１７年１１月１５日


